
第１章 「岐阜市営墓地の在り方」策定にあたって

第２章 市営墓地の現状と課題

第３章 今後の市営墓地の在り方

近年、少子高齢化が進行し、高齢者の単身世帯が増えている「超高齢社会」において、お墓の管理が問題となり、無縁墳墓の増加・顕在化につながっています。無縁墳墓は、墓石の倒伏などの問題を引き起こ
し、放置すると墓地全体の荒廃化、管理不全に陥る懸念があります。こうした課題を解決するため、今後の市営墓地の管理及び整備の指針となる「岐阜市営墓地の在り方」を策定し、持続可能な墓地運営を目
指していきます。

①無縁墳墓の実態調査
・50年以上経過し未承継の区画(4,700区画)を、
戸籍等にて登録者の生存状況や親族を調査し、
現使用者やその有無等、使用状況を確認。

・回答が無い場合は、現地調査により、
祭祀の有無を把握。

既存墓地の実態把握

②使用者以外の縁故者の把握
・使用者以外の縁故者情報を収集・把握。
⇒死亡等で使用者と連絡がとれない際に、
縁故者への承継等の手続きを速やかに案内
できる体制づくり。

２ 無縁改葬の推進
①無縁改葬の実施
・無縁墳墓の実態調査の結果、誰にも祭祀されて
いないことが明らかな場合は、無縁墳墓とみなし、
手順にしたがって無縁改葬（墓石の撤去・遺骨の
移動）を実施。

・無縁改葬には多額の費用を要することから、
無縁墳墓に至るのを防ぐ取組みも重要。
→返還制度が墓地使用者において、墓じまいを
責任もって行う一助にもなることから、
返還金の制度も活用し、墓じまいを着実に
行ってもらうよう案内。

②墓石や遺骨の保管
・墓石の保管期間や処分の考え方を整理し、
改葬を進めていく。

３ 合葬式墓地の整備

①納骨施設（個別埋蔵施設）の整備
岐阜市斎苑の｢式場1｣を改装し、骨壺を安置
する棚を設置。（骨壺を20年程度収蔵）

②合同埋蔵施設の整備
上加納山墓地内の｢残骨堂｣を合同埋蔵施設
に再整備。①で20年程度収蔵した後、
骨壺から取出し他の方の遺骨と埋蔵。

③樹木式墓地等の整備
①②の利用状況を鑑み、
大洞墓地内に樹木式墓地等の整備を
検討。

４ その他

●墓地募集の通年制の導入
●墓地管理システムの新たな構築
●共同墓地の実態把握

無縁墳墓化の抑制・防止のため３つの施策に取り組む

１墓地の制度 ２市営墓地の概要

・年3回使用者を募集。
二次募集は市営墓地内での移転も可能。

・使用開始時に墓地区画の面積に応じた永代使用料を
支払う。
168,000円/㎡（柳津宮東墓地のみ280,000円/㎡）

・墓じまい時は、永代使用料の3分の1を返還。

岐阜市斎苑式場1

市営墓地の持続可能性を高めていくため、
無縁墳墓をいかに防止・抑制するかが重要

「岐阜市営墓地の在り方」の概要

３ 市営墓地の現状

〇家族形態の変化・多死社会の進行
世帯平均人数→減少 高齢者の単身世帯数→増加
火葬件数→増加(R21~22年ピーク)
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〇届出件数の推移

新規使用者が減少、
墓じまいをし、寺院等への永代供養(改葬)が増えている。
→墓じまいの増加に伴い、墓地返還金も年々増加。
（H26）56万円→（R5）174万円
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〇無縁墳墓の増加
・子などに承継されず祭祀する人が途絶えた無縁墳墓が増加。

→放置すると、墓地全体の荒廃化・管理不全の恐れ。

・使用開始から30年以上未承継の区画が全体の半数
(約9,500区画)あり、無縁墳墓が潜在している可能性
があるが、実態が不明。

〇墓地ニーズの多様化
・家族形態の変化等により、お墓に対する考え方が多様化、
管理不要な合葬式墓地等の新たな形態へのニーズが高まっている。
⇒お墓の「選択肢」を増やしていくことが大切。

４ 市営墓地の課題

１

墓地名 開設年度 面積(㎡) 使用区画

上加納山墓地 T3.9.11 100,063 6,065

大洞墓地 S38.7.10 230,965 9,642

加納穴釜墓地 M45 14,681 1,523

柳津北宮浦墓地 S45.12.25 2,093 437

柳津宮東墓地 H4.4.1 739 172

合計 17,839



「岐阜市営墓地の在り方」の概要

１～３の取り組みについては、「岐阜市行財政改革プラン」の重点取組事項に位置づけ、進捗、状況を管理して

いきます。

今後の取り組みスケジュール

令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度～

 (1) 無縁墳墓の実態調査

 (2) 使用者以外の縁故者
     情報の把握

 (1) 無縁改葬の実施

 (2) 墓石や遺骨の保管

 (1) 納骨施設(個別埋蔵
　　 施設)の整備

 (2) 合同埋蔵施設の整備

 (3) 樹木式墓地等の整備

3 合葬式墓地の整備

取り組み

1
既存墓地の
実態把握

2
無縁改葬の推進
（国の動向注視）

50年以上使用し未承継約4,700区画を調査 残りの調査範囲等を検討し順次実施

新規使用・承継の手続き時及び1(1)の調査時において把握

既判明の無縁墳墓改葬 1(1)で判明した無縁墳墓を順次実施

保管期間や処分の考え方整理 処分等の実施

検討

3(1)(2)の状況を見ながら検討開始

設計 改修工事 供用開始

整備に向けた準備・整備スケジュール決定


